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➊院内新規試用医薬品 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

ダーブロック錠 2mg (ダプロデュスタット) 腎性貧血治療剤 

デエビゴ錠 5mg (レンボレキサント) 不眠症治療剤 

ブコラム口腔用液 2.5mg (ミタゾラム) てんかん治療剤 

ブコラム口腔用液 5mg (ミタゾラム) てんかん治療剤 

フェインジェクト静注 500mg (カルボキシマルトース第二鉄) 鉄欠乏性貧血治療剤 

ヘパリン Na 透析用カテーテルロック用 1,000 単位/mL 

シリンジ 5mL「ニプロ」(ヘパリンナトリウム) 
血液凝固阻止剤 

ヘパリン Na ロック用 100 単位/ml シリンジ「オーツカ」10mL 

 (ヘパリンナトリウム) 
血液凝固阻止剤 

 

⇒ 2020 年 12 月 15 日より処方開始の予定です。 
 

➋緊急購入からの新規採用医薬品  

医薬品名（成分名） 薬品分類 

タグリッソ錠 40mg(オシメルチニブメシル酸塩) 抗悪性腫瘍剤 

タグリッソ錠 80mg(オシメルチニブメシル酸塩) 抗悪性腫瘍剤 
 

⇒ 2020 年 12 月 15 日より処方開始の予定です。 
 
➌製剤変更医薬品 

変更前医薬品名 ⇒ 変更後医薬品名 薬品分類 

アイリーア硝子体内注射液 40mg/mL 
       ⇒アイリーア硝子体内注射キット 40mg/mL 

眼科用 VEGF 阻害剤 

デュピクセント皮下注 300mg シリンジ   
       ⇒デュピクセント皮下注 300mg ペン  

IL-4/13 受容体モノクローナル 

 

⇒ 旧製剤の在庫がなくなり次第、変更とします。 
  

医薬品の採用・中止・変更について －2020 年 12 月 3 日薬事委員会結果報告－ 

２０２０年１２月７日発行

20２０ No.４1剤部からのお知らせ薬 
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➍院内採用中止医薬品 
 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

アイピーディドライシロップ 5% (スプラタストトシル酸塩) 抗アレルギー剤 

アイピーディカプセル 100(スプラタストトシル酸塩) 抗アレルギー剤 

トフラニール錠 10mg(イミプラミン塩酸塩) うつ病・遺尿症治療剤 

トフラニール錠 25mg (イミプラミン塩酸塩) うつ病・遺尿症治療剤 

ブイフェンドドライシロップ 2800mg (ボリコナゾール) 深在性真菌症治療剤 

メキタジン錠 3mg「日医工」(メキタジン) 抗ヒスタミン剤 

メロキシカム錠 10mg「EMEC」(メロキシカム) 非ステロイド性消炎・鎮痛剤 

アドエア 500 ディスカス 60 吸入用 喘息・COPD 治療剤 
 

⇒ 院内の在庫がなくなり次第中止とします。 

 

➎院外採用中止医薬品 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

オゼックス錠 150 (トスフロキサシントシル酸塩水和物) ニューキノロン系抗菌剤 

カプトリル－R カプセル 18.75mg (カプトプリル) ACE 阻害剤 

カプトリル錠 12.5mg(カプトプリル) ACE 阻害剤 

タリビッド錠 100mg (オフロキサシン) ニューキノロン系抗菌剤 

チバセン錠 5mg (ベナゼプリル塩酸塩) ACE 阻害剤 

フェロミア錠 50mg (クエン酸第一鉄ナトリウム) 鉄欠乏性貧血治療剤 

プレドネマ注腸 20mg (プレドニゾロンリン酸エステルナトリウム) 潰瘍性大腸炎治療剤 

ノボラピッド 70 ミックス注フレックスペン(インスリンアスパルト) 糖尿病治療剤 

ヒューマログミックス 25 注ミリオペン (インスリンリスプロ) 糖尿病治療剤 

ベタフェロン皮下注用 960 万国際単位(インターフェロンベータ-1b) 多発性硬化症治療剤 
 

⇒ 在庫がなくなり次第中止としますが、最終を 2021 年 3 月 31 日とします。 
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【院内新規試用医薬品】 

(ダプロデュスタット) 

ダーブロック錠 2mg  

Duvroq 2mg/錠 〔協和キリン〕 

〔薬価〕185.8 円/錠 

【効】腎性貧血 

【用】(内) ○保存期慢性腎臓病患者： 

(赤血球造血刺激因子製剤で未治療の場合)1 回 2mg

又は 4mg を開始用量とし、1 日 1 回投与する。最高

用量は 1 日 1 回 24mg までとする。 

(赤血球造血刺激因子製剤から切り替える場合)1 回

4mg を開始用量とし、1 日 1 回投与する。最高用量

は 1 日 1 回 24mg までとする。 

○透析患者： 

1 回 4mg を開始用量とし、1 日 1 回投与する。最高

用量は 1 日 1 回 24mg までとする。 

 

(レンボレキサント) 

デエビゴ錠 5mg 

Dayvigo 5mg/錠 〔エーザイ〕 

〔薬価〕90.8 円/錠 

【効】不眠症 

【用】(内) 1 日 1 回 5mg を就寝直前に投与する。1 日

1 回 10mg を超えないこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ミダゾラム) 

ブコラム口腔用液 2.5mg  

Buccolam 2.5mg/0.5mL/筒 〔武田〕 

〔薬価〕1,125.8 円/筒 

ブコラム口腔用液 5mg 

Buccolam 5mg/1mL/筒 

〔薬価〕1,977.8 円/筒 

【効】てんかん重積状態 

【用】(内) 修正在胎 52 週(在胎週数+出生後週数)以

上 1 歳未満の患者には 1 回 2.5mg、1 歳以上 5 歳未満

の患者には 1 回 5mg、5 歳以上 10 歳未満の患者には

1回 7.5mg、10歳以上 18歳未満の患者には 1回 10mg

を頬粘膜投与する。 

 

 (カルボキシマルトース第二鉄) 

フェインジェクト静注 500mg 

Ferinject 500mg/10mL/V 〔ゼリア〕 

〔薬価〕6,078 円/瓶 

【効】鉄欠乏性貧血 

【用】(注) 1 回あたり 500mg を週 1 回、緩徐に静注又

は点滴静注する。上限は 1,500mg とする。 

 

(ヘパリンナトリウム) 

ヘパリン Na 透析用カテーテルロック用 1,000 単

位/mL シリンジ 5mL「ニプロ」 

Heparin sodium catheter lock for dialysis 

5,000 単位/5mL/筒 〔ニプロ〕 

〔薬価〕315 円/筒 

【効】静脈内留置ルート内の血液凝固の防止 

【用】(注) 静脈内留置ルート内を充填するのに十分

な量を注入する。 

 

(ヘパリンナトリウム) 

ヘパリン Na ロック用 100 単位/mL シリンジ 

｢オーツカ｣10mL  

Heparin Na Lock  

1,000 単位/10mL/筒 〔大塚製薬工場〕 

〔薬価〕120 円/筒 

【効】静脈内留置ルート内の血液凝固の防止 

【用】(注) 静脈内留置ルート内を充填するのに十分

な量を注入する。 

  

採用医薬品情報 使用上の注意の詳細については電子カルテの JUS D.I.を参照して下さい。
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【緊急購入からの新規採用医薬品】 

(オシメルチニブメシル酸塩) 

タグリッソ錠 40mg  

Tagrisso 40mg/錠 〔アストラゼネカ〕 

〔薬価〕10,806.6 円/錠 

タグリッソ錠 80mg 

Tagrisso 40mg/錠  

〔薬価〕20,719.4 円/錠 

【効】EGFR 遺伝子変異陽性の手術不能又は再発非小

細胞肺癌 

【用】(内) 80mg を 1 日 1 回投与する。 

 

【製剤変更医薬品】 

 

(アフリベルセプト(遺伝子組換え)) 

アイリーア硝子体内注射用キット 40mg/mL  

Eylea 2mg/0.05mL/筒 〔参天〕 

〔薬価〕137,292 円/筒 

〔貯法〕禁凍結、2～8℃ 

【効】①中心窩下脈絡膜新生血管を伴う加齢黄斑変性

②網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫、病的近視におけ

る脈絡膜新生血管③糖尿病黄斑浮腫④血管新生緑内

障 

【用】(注) ①中心窩下脈絡膜新生血管を伴う加齢黄

斑変性：2mg(0.05mL)を 1 ヵ月ごとに 1 回、連続 3

回(導入期)硝子体内投与する。その後の維持期にお

いては、2 ヵ月ごとに 1 回、硝子体内投与する。投

与間隔は、1 ヵ月以上あけること。 

②網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫、病的近視におけ

る脈絡膜新生血管：1 回あたり 2mg(0.05mL)を硝子

体内投与する。投与間隔は、1 ヵ月以上あけること。 

③糖尿病黄斑浮腫：2mg(0.05mL)を 1 ヵ月ごとに

1 回、連続 5 回硝子体内投与する。その後は、2 ヵ月

ごとに 1 回、硝子体内投与する。投与間隔は、1 ヵ

月以上あけること。 

④血管新生緑内障：1 回 2mg(0.05mL)を硝子体内投

与する。必要な場合は再投与できるが、1 ヵ月以上

の間隔をあけること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(デュピルマブ(遺伝子組換え)) 

デュピクセント皮下注 300mg ペン  

Dupixent 300mg/2mL/筒 〔サノフィ〕 

〔薬価〕66,562 円/キット 

〔貯法〕禁凍結、2～8℃ 

【効】①既存治療で効果不十分なアトピー性皮膚炎 

②気管支喘息(既存治療によっても喘息症状をコン

トロールできない重症又は難治の患者に限る) 

③鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎(既存治療で効果不十分

な患者に限る) 

【用】(注) ①初回に 600mg を皮下投与し、その後は

1 回 300mg を 2 週間隔で皮下投与する。 

②成人及び 12 歳以上の小児には、初回に 600mg を

皮下投与し、その後は 1 回 300mg を 2 週間隔で皮下

投与する。 

③1 回 300mg を 2 週間隔で皮下投与する。なお、症

状安定後には 1 回 300mg を 4 週間隔で皮下投与でき

る。 

 


